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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

タンパク質が固有の機能を有するメカニズムを明らかにするには、タンパク質が内在する揺らぎを理解することが

不可欠である。特に局所構造の揺らぎは基質認識や活性に重要であると考えられるため、局所構造の速い揺らぎに対

する知見が望まれる。そこで、トリプトファンの燐光寿命を用いてトリプトファン周辺の局所構造の揺らぎを調べる

ことを目的として本研究を実施した。本年度は測定系の構築を行い、トリプトファン残基を一つ有するスタフィロコ

ッカルヌクレアーゼを用いて、タンパク質の構造変化と燐光寿命の関係を調べた。その結果、タンパク質を尿素によ

って変性させると燐光寿命が短くなることが分かった。これは、局所構造が壊れてトリプトファン残基がより溶媒に

露出し、酸素による消光が起きやすくなっているためである。得られた寿命と酸素濃度から quenching rate を求めると、

天然状態では 7 x 108 M-1s-1であるのに対し、変性状態では 4 x 109 M-1s-1であった。この 6 倍の quenching rate の違いは局所

構造の変化、特に溶媒への露出度を表していると考えられる。一方で、天然状態と変性状態とでは局所構造の揺らぎも変化し

ているため、局所構造の揺らぎの違いが quenching rate の違いに寄与している可能性がある。そこで揺らぎの影響が少ない蛍

光に対する酸素の quenching rate を求めた。その結果、蛍光に対する quenching rate は、タンパク質の立体構造には依存せ

ず、測定した酸素濃度において酸素は蛍光の消光に寄与していないことが分かった。蛍光に対する quenching rate を求めるた

めには、より高い酸素濃度で測定する必要がある。 
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11.研究発表（平成２１年度の研究成果） 
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12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 
 
 
 
 


